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1993年8月26日制定

　ミネベアは、価値ある製品の製造を通して“ゆとり”と“豊かさ”を世界に提供すると共に、事業

活動のすべての段階で環境への負荷の軽減と調和をはかり､快適な環境の維持・増進に貢献します。

環境保全活動の基本方針

1. 環境に配慮した製品の開発、設計

｢環境・健康・安全にとって有害な物質を含まない製品｣、｢エネルギー消費の少ない製品｣、｢3R（リ

デュース、リユース、リサイクル）を考慮した製品｣等、開発、設計段階より環境に配慮した製

品開発に努めます。

2. 生産時の環境配慮

｢環境・健康・安全にとって有害な物質を含まない副資材の使用｣、｢歩留まりの向上｣、｢廃棄物の削

減｣、｢生産エネルギー量の削減｣等､環境に配慮した生産工程の構築、改善に努めます。

3. 流通時の環境配慮

｢環境・健康・安全にとって有害な物質を含まない梱包資材｣、｢3R（リデュース、リユース、リサ

イクル）を考慮した梱包資材｣の使用、｢エネルギー消費、有害物質排出の少ない輸送手段の構築｣

に努めます。

4. 国、地方自治体、周辺地域への環境配慮

国、地方自治体の環境法令、規制を遵守すると共に、立地する周辺地域の環境保全に努めます。

5. 海外活動への環境配慮

海外での生産、流通については､当該国の環境法令、規制を遵守し、立地する周辺地域の環境保

全に努めると共に、開発された環境保全技術を積極的に移転します。

6. 環境監査

各工場、事業所の環境監査を定期的に行い、環境マネジメントシステムを維持、改善します。

7. 社員への環境教育

社員への環境保全に関する教育を行い、職場及び家庭における環境保全活動を活発にします。

8. 環境ビジョンの遵守

社員及びミネベア敷地内で活動を共にするすべての関係者は、この環境ビジョンに従い、環境に

関する懸念を抱いた場合、直ちに管理者に報告します。

報告を受けた管理者は、直ちにこれに対処します。
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ミネベア環境ビジョン

追記：従来の環境憲章の名称を「環境ビジョン」と改め、内容を一部改訂しました。




